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大勢の人でにぎわったモチマキ孫をつれてー....人気を集めた即売品コーナー

好評だった手っくりうどんのハザー

を臨げ、ふれあいを育てよう

米の消費拡大をねらったとスハリ当てま
しょうミコーナー

心の
二
月
十
一
日
の
建
国
記
念
日
に
、
向
一
一
一
局
公
民
館
で
、

白
滝
を
よ
く
す
る
会
と
白
滝
公
民
館
の
主
催
で
、
第
一

同
白
、
滝
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
附
か
れ
ま
し
た
。

「
む
ら
が
村
を
見
直
し
、
ゆ
た
か
な
郷
土
を
創
ろ
う
」

を
テ

l
マ
に
、
心
の
輸
を
広
げ
、
身
近
な
文
化
を
見
直

し
て
、
ふ
れ
あ
い
を
育
て
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
子
づ

く
り
の
う
ど
ん
、
ラ
イ
ス
め
ん
、
す
し
な
ど
の
バ
ザ
ー

や
即
売
会
、
も
ち
ま
き
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
ム
お
よ
そ
千

人
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
子
供
た
ち
の
作
っ
た
タ
ゴ
や
絵
画
、
習

字
、
ま
た
古
い
ラ
ジ
オ
や
糸
繰
り
器
な
ど
の
民
具
も
展

示
き
れ
、
訪
れ
た
人
々
の
日
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
が
、
マ
ス
パ
リ
当
て

ま
し
ょ
う
μ

と
い
う
こ
と
で
一
一
百
吋
一
フ
の
米
の
重
さ
を
当

て
る
コ
ー
ナ
ー
を
も
う
け
て
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
社
会
の
生
活
環
境
を
改
善
し
、
明
る

く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
行
な
い
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ

を
い
つ
ま
で
も
伝
承
し
て
、
地
域
住
民
が
子
を
取
り
合

い
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
昭
和

五
十
四
年
か
ら
一
一
一
か
年
事
業
で
、
大
洲
農
業
改
良
普
及

所
の
指
導
の
も
と
に
、
地
域
生
活
環
境
改
普
対
策
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

昭
和
五
十
四
年
七
月
に
は
「
白
滝
を
よ
く
す
る
会
」

が
結
成
さ
れ
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
ゃ
つ
く
り
が
自
主
的

に
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
区
長
を
は
じ

め
、
婦
人
会
、
青
年
同
、
小
学
校
関
係
者
、
老
人
会
、

農
協
、
観
光
協
会
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
や
公
民
館
の
役
員

が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

廃品を利用した茶器や
民具も展示された
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を
造
成
取
得
す
る
も
の
で

す。
立
地
企
業
は
、
現
在
未

確
定
で
す
が
、
石
炭
火
力

発
電
所
お
よ
び

L
P
G
、

石
油
製
品
等
備
蓄
供
給
関

係
企
業
並
び
に
木
工
業
を

主
と
し
た
地
場
産
業
の
寸
一

地
を
凶
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
て
推
進

本
町
に
と
っ
て
十
年
来
一
貫
し
た
重

点
施
策
で
あ
る
開
発
の
基
本
構
想
が
、

昨
年
開
か
れ
た
第
四
固
定
例
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総合エネルギ一基地建設基本構想

長
浜
町
の
現
状
は
、
農
業
に
ム
お
い
て

は
、
み
か
ん
を
は
じ
め
、
米
、
牛
乳
の

生
産
過
剰
と
価
格
の
伸
び
悩
み
に
よ
る

経
営
不
振
、
ま
た
、
漁
業
に
お
い
て
も

資
源
の
枯
渇
に
よ
る
経
営
不
振
が
続
き
、

若
者
の
都
市
流
出
に
拍
車
を
か
け
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
商
業
に
お
い
て
は
、

消
費
人
口
の
減
少
に
よ
る
売
上
げ
の
低

下
、
加
え
て
大
型
小
売
庄
の
進
出
で
、

ま
す
ま
す
見
通
し
は
暗
い
状
況
で
す
。

本
町
の
現
在
の
人
口
は
、
一
万
二
千

八
百
余
人
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
の
状
態

が
続
く
と
数
年
後
に
は
、
一
万
人
を
割

る
こ
と
も
必
至
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。
更
に
、
国
道
日
号
線
の
背
後
地
で

あ
る
と
い
う
不
利
な
地
理
的
条
件
と
、

今
後
、
国
鉄
内
山
線
の
開
通
に
よ
り
、

陸
の
孤
島
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
将
来

を
展
望
し
て
、
真
の
豊
か
さ
と
繁
栄
を

期
す
る
た
め
に
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

地
建
設
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
基
本
構
想
は
、
昭
和
五
十
五
年

三
月
の
町
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た

長
浜
町

振
興
計

画
基
本

構
想
と

あ
い
ま

っ
て
、

長
浜
臨

海
部
に

お
け
る

総
合
エ

ネ
ル
ギ

ー
墓
地

建
設
に

つ
い
て

基
本
的

事
項
を

定
め
、

将
来
に

お
け
る

本
町
発

展
の
方

ム
同
宇
佐
一
ぷ

す
も
の

で
す
。石

炭
火
力
発
電
所
な

ど
の
立
地
を

港
湾
の
整
備
拡
充
を

立
地
企
業
群
の
建
設
に
伴
う
貨
物
取

扱
量
の
増
大
、
入
出
港
船
舶
の
大
型
化

に
対
応
し
て
、
現
在
の
港
湾
区
域
を
大

幅
に
拡
張
す
る
と
と
も
に
、
港
則
法
に

こ
の
基
本
構
想
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
お
よ
び

そ
の
他
の
関
連
施
設
等
に
必
要
な
用
地

基
づ
く
港
域
の
変
更
を
行
な
う
ほ
か
、

公
共
埠
(
ふ
)
頭
、
港
湾
セ
ン
タ
ー
、
流

通
セ
ン
タ
ー
等
の
諸
施
設
を
撃
備
拡
充

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

持
に
、
こ
の
工
、
不
ル
ギ
l
基
地
構
恕

は
、
国
家
的
要
請
に
基
づ
く
大
事
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
長
浜
港
が
重
要
港
湾

に
指
定
さ
れ
る
よ
う
、
国
・
県
に
強
く

要
請
す
る
と
と
も
に
、
貿
易
港
と
し
て

機
能
さ
せ
る
た
め
、
税
関
支
一
昨
等
関
連

出
先
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
、
国
に
強

く
要
望
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
c

運
動
公
園
や
図
書
館

等
の
整
備

重要港湾の指定が待たれる長浜港

町
民
の
快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
す

る
た
め
、
次
の
施
設
を
繋
備
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

①
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
野
球
場
、
町

民
プ

l
ル
、
体
育
館
等
各
種
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
兼
備
し
た
運
動
公
閑
の
整
備
を

図
る
。①
水
族
館
の
移
設
整
備
を
は
じ
め
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
、
児
童
海
浜

公
園
等
の
建
設
を
図
る
と
と
も
に
、
図

書
館
、
郷
土
民
俗
資
料
館
、
青
少
年
ホ

ー
ム
等
の
各
施
設
を
集
約
し
た
文
化
セ

ン
タ
ー
等
の
整
備
を
図
る
。

③
近
隣
市
町
村
の
協
力
を
得
て
、
広

域
的
な
下
水
道
終
末
処
理
施
設
の
建
設

を
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
促
進
す
る
。

町
民
会
館
等
の
建
設

都
市
的
機
能
を
有
す
る
胞
設
を
有
機

的
に
配
置
し
、
そ
の
中
枢
的
施
設
の
一

っ
と
し
て
、
庁
舎
、
消
防
庁
舎
、
町
民

会
館
等
の
建
設
整
備
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
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基
本
構
想
推
進
上

の
重
要
事
項

本
構
恕
が
大
規
模
か
っ
、
そ
の
実
現

に
長
則
問
を
要
す
る
た
め
、
社
会
経
済

情
勢
を
卜
分
勘
案
し
な
が
ら
、
こ
の
事

業
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
い
事
項
は
次

の
通
り
で
す
。

環
境
ア
セ
ス
な
ど
の
実
施

①
ト
事
業
主
体
:
こ
の
事
業
、
正
体
は
、

長
浜
町
土
地
開
発
公
社
を
予
定
し
、
的
い

重
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
②
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
:
・
こ

の
事
業
を
推
進
オ
る
た
め
に
は
、
厳
正

な
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
が
不
可

欠
で
あ
り
、
同
時
に
、
国
・
県
の
あ
ら

ゆ
る
許
認
可
と
、
ま
た
、
住
民
合
意
の

上
か
ら
も
、
極
め
て
重
要
で
す
。

こ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
内
谷
に
つ
い

て
は
、
自
然
環
境
、
社
会
環
境
、
経
済

環
境
、
港
湾
環
境
等
に
わ
た
り
、
現
況

の
把
握
と
将
来
の
影
響
予
測
を
行
な
い
、

適
正
な
評
価
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
c③

国
・
県
と
の
連
携
と
公
共
事
業
の

促
進
:
・
こ
の
事
業
は
、
港
湾
整
備
事
業

を
は
じ
め
、
各
種
工
、
不
ル
ギ

l
基
地
の

整
備
な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

加
え
て
現
在
の
経
済
環
境
は
必
ず
し
も

安
定
的
で
な
く
、
将
来
の
的
確
な
予
測

を
立
て
に
く
い
な
ど
、
極
め
て
困
難
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
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長
浜
町
議
合
第
一
回
臨
時
会
が
、

月
十
九
討
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
今
川
、
四
千
四
百
七
十

六
万
円
が
補
正
さ
れ
、
こ
れ
に
と
も
な

い
同
公

A
予
算
総
額
法
、
二
一
ト
l

六
億
一

千
五
百
五
十
セ
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
は
、
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
町
職
員
同
一
給
与
改
定
に
と
も
な
う

人
件
費
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
各
特
別
会
計
、
各
事
業
会
社

ιも
、
人
事
院
勧
止
に
基
づ
く
町
職
員

の
給
与
改
定
に
と
も
な
う
人
件
費
を
中

心
と
し
た
補
市
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

凶
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
三
十
仁
万

五
F
円
、
国
民
健
康
保
険
直
宮
診
療
所

特
別
会
計
で
九
万
刊
「
円
、
港
湾
施
設

特
別
会
計
で
凹
力
一
千
円
を
追
加
計
上

こ

の

構

想

は

、

住

民

の

品

目

さ

ん

し

て

い

ま

す

。

日
U
A
H
U
n
H
u
n
u
n
u
n
H
u
n
u
n
H
u
n
u
n
u
n
H
U
n
u
n
u
n
u
n
u
n
H
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
H
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
h
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
R
H
U
n
u
n
H
U
H
U
n
u
n
H巴

一

1
1
1
1
私
が
幼
く
て
、
最
近
、
非
行
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
y
プ
「
消
費
は
美
徳
な
り
し
の
風
潮
ま
で
ま
き
起
こ
だ
競
争
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
的
一

一

一

一

司

民

登

壇

一

ま

Z道
が

3
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
ぞ
れ
が
次
第
に
干
与
し
た
。
出
者
は
い
つ
の
間
に
か
物
の
大
頭
脳
人
間
を
養
成
す
る
た
め
、
教
師
会
長
も
ひ
た
一

口

『

H
H
H
H
H
H
1
1
u
l

っ

た

ご

ろ

の

こ

と

'

ピ

化

さ

れ

つ

つ

あ

る

現

状

で

;
c
何
切
さ
を
忘
れ
、
こ
の
風
潮
を
当
然
だ
と
受
け
と
め
す
ら
そ
の
歩
み
合
続
け
て
き
ま
し
た
。
仙
川
本
、
「
落
ふ
り
に

一

手

。

「

た

よ

う

ご

ざ

い

ま
L
9
0

点

字

配

を

故

、

非

行

が

起

こ

る

の

で

L
i
z
-
-た
の
で
す
。
こ
わ
い
こ
と
で
す
。
こ
ぼ
れ
L

や
一
エ
ゴ
イ
ス
ト
」
の
出
明
と
な
っ
た
山
け
で
戸

=
ん
な
は
い
や
な
I
」
。
こ
の
歌
う
よ
う
な
憂
し
い

J

古
同
戦
後
の
高
度
成
長
に
作
っ
て
、
物
に
対
す
る
感
謝
の
心
企
尖
っ
た
人
間
は
、

j
o

こ
う
し
た
心
の
通
わ
な
い
、
し
ら
け
社
会
か
ら

C

一

声

が

裏

口

に

聞

こ

え

る

と

、

隣

の

持

ぱ

打

ん

の

一

の

教

山

下

¥

勢

一

一

7
3

二

人

に

対

し

て

も

感

謝

す

る

こ

非

行

は

必

然

的

に

亭

」

っ

た

も

の

と

考

え

1
ま
十
c
c

E

小
柄
な
姿
が
現
れ
ま
す
o

「

ハ

ィ

、

心

イ

ど

う

謝

で

J

紅
海
議
鰐
川
一
AYwmv

子

規

と

を

忘

れ

て

し

ま

:

す

o

子
供
は
利
を
見
て
育
ち
ま
す
o

い
く
ら
口
で
立
派
包

で

ノ

」

母

の

声

が

家

の

ど

こ

か

ら

か

聞

こ

え

て

感

総

一

J
ごい一

1u-繍
雪

動

咋

寸

向

分

だ

け

い

け

f
に
な
な
こ
と
を
」
同
っ
て
聞
か
せ
て
も
、
親
の
す
官
通
り
に
一

コ

・

。

や

が

で

、

お

ば

さ

ん

は

水

を

く

ん

で

行

る

針

一

一

4
1
j
r…
:
ド
ベ
よ
設
r
J
J
r
j、J
1
J
b
s

ロ
ィ
ろ
う
ノ
・
相
手
土
ど
う
な
っ
子
供
は
そ
れ
:
ゃ
ん
と
真
似
て
い
ま
「
。
大
人
二

-
山
議
謹
十
三
日
ー
~
理
繍
必
ヰ
(
羽

l

ロ

き

ま

す

。

す

師

:

川

護

一

一

f
;腎
b
k

対
て
も
い
い
の
だ
」
と
い
う
こ
心
を
敏
感
に
反
応
し
て
、
子
供
は
右
に
で
も
左
に
で
中

戸

毎

日

の

こ

の

応

答

は

、

幼

か

っ

た

私

の

心

身

す

教

一

1
J
W
(
J
f

の
税
予
定
識
は
、
社
会
の
速
も
な
り
ま
す

o
fら
、
親
や
教
師
は
そ
の
後
姿
で
=

一
に
し
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。
柔
穏
な
お
王
さ
ん
コ
ゃ
貧
し
さ
が
ら
ぬ
け
出
し
た
日
本
人
帯
感

fh徐
々
に
失
わ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
一
教
千
百
再
会
し
て
き
ま
し
た
。
身
を
も
っ
て
真
実
を
わ
か
一

=

l

f

h

同

沌

，

l

中
山
顔
と
、
明
る
い
声
と
、
そ
し
て
方
言
の
や
わ
勿

3
は
、
由
豆
か

2
2一
得
る
こ
と
が
そ
れ
に
加
え
て
、
核
家
族
化
さ
れ
た
家
庭
教
育
ら
せ
て
い
と
の
で
す
。
今
の
私
達
も
同
じ
こ
と
で
す
。
一

戸
り
か
な
響
き
が
、
人
の
心
の
美
し
さ
、
あ
い
さ

4
ォ

で

き

ま

し

と

u

し
か
も
な
お
、
物
斗
は
、
本
来
の
大
切
公
も
の
を
見
失
一
っ
て
混
乱

L

ほ
ん
と
う
に
正
し
い
も
の
、
委
し
い
も
の
を
、
し
っ
戸

目

つ

の

持

つ

意

味

存

一

、

何

の

説

明

も

な

く

教

え

て

ど

ん

ど

ん

毘

富

に

出

回

り

、

各

企

業

は

競

つ

で

始

め

た

の

で

す

。

か

り

と

見

定

め

て

、

可

泣

い

子

供

達

を

正

し

く

学

い

M

M

く

れ

て

い

ま

し

た

。

新

し

い

製

品

を

造

り

出

し

、

売

ら

ん

が

た

め

に

υ

一f
以
教
育
も
残
念
占
な
が
ら
、
ま
た
然
り
で
し
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
O

M

enHHU内
HHU内
HHUnHHUの
HHU内
HHunHHUの
HHUnHHuaHHunHHunHHUAHHunHHunHHunHHunHHUAHHUnuuunHHUAHHυ
内

HHUAHHUnHHUnHHU命
日
け

UAHHUnHHUハ
HHUnHHunHHUnHHUハ
HHUnHHUnHHU角
川

HUハ
川

HU内
川

HUAHHU白
HHUnHHυ
角
川

HUnHHU内
HHUnHHunHHunHHunHHUnHHun日

室ヨ・・・・・

し
か
し
、
長
浜
町
並
び
に
市
子
地
方

の
振
興
発
展
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
国
・

出
等
関
係
機
関
の
指
淳
援
助
を
も
と
に
、

適
切
な
推
進
を
川
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
こ
の
事
業
に
関
連
す
る
道
路

等
基
盤
柊
備

ιつ
い
て
は
、
各
極
三
共

事
業
の
積
松
的
な
導
入
に
、
国
・
県
の

~三三器週Eヨ量調・・E還蜜霊室主主窓霊翠.. 町民登壇囲~率

強
力
な
理
併
と
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
と

基
礎
調
査
及
び
経
済
効
果

こ
の
上
ー
な
大
規
模
開
発
計
画
で
は
、

企
業
古
一
地
前
に
あ
ら
ゆ
る
へ
羽
田
川
に
わ
た

っ
て
、
各
種
基
礎
調
五
を
天
施
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
ゼ
人

当
面
、
次
の
五
項
目
を
基
陀
こ

し
て
、
建
設
途
上
と
操
業
後
に
お

け
る
調
査
を
天
施
し
、
人

U
動
態

や
消
費
動
向
な
ど
、
あ
↑
l

円
ゆ
る
角

度
か
ら
十
分
な
予
測
推
計
を
行
な

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑨
人
口
動
向
調
査
⑧
消
費
動
向

調
査
⑧
物
流
詞
査
⑧
間
連
企
業
訓

査
⑧
住
宅
需
給
調
査

誘致された昭和サボア長浜工場

比
白
さ
ん
の
理
解
と
協
力

の
理
解
〉
協
力
が
得
ら
れ
か
ト
け
れ
ば
、

こ
れ
在
推
進
ナ
る
こ

k
は
函
難
で
す
。

従
っ
て
、

A
7
品
川
、
基
本
計
両
、
実
施

計
画
等
を
策
空
す
る
に
あ
た
っ
で
は
、

町
議
会
は
も
と
よ
り
、
一
般
住
民
の
背

さ
ん
に
対
し
で
も
、
幅
広
い
し
リ
一
場
か
ら

坦
解
と
私
力
を
求
め
主
斗
け
れ
ば
な
り
ま

せ
人
c

な
あ
、
環
境
保
色
、
長
期
総
合
計
画
、

都
市
計
画
与

ω関
係
に
つ
い
て
も
、
万

全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

対
策
班
を
新
設
し
対
応

しエご重
特〆守、け要国J
に 2ピ)c る性と
、口ギ凹Iにし
自'0rnT~; I fえか
講町」喜事事ん(よ
ー型地務が、
、円と建都んこ
各 EJ官同ての

せかをあ百なうし機長Uーの団三対 u 、構
んね推る年りつ、 i:hj可l;Q般民体孟策タト現怨
。ば進この、で全等す住問、~: ~妊に在の

なしの大長一町をる民法各~、を、設規
りで構計干只九民設推等人 H;¥;--iト新総置 11集
まい怨で田Tとが置進て午、 1吾九設 ITしと

新築された長浜小学校

話
議
zz
口

.L>.. 
Zミ

信

人
件
費
な
ど
補
正
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重量田富盟国盟国

昭
和
五
十
七
年

度
分
「
町
・
県
民

税
L

の
申
告
の
受

付
け
は
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

こ
の
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

今
年
一
月
一
日

現
在
に
わ
い
て
、

長
浜
町
に
住
民
登

録
が
あ
る
人
で
、

次
の
よ
う
な
人
。

{
給
与
所
得
者
の
場
合
}

女
給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入
の
あ
る
人
。

(例
U
H
農
業
、
家
賃
、
地
代
な
ど
)

女
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
さ
れ
な
い
人
。

{
給
与
所
得
者
以
外
の
人
の
場
合
]

女
昭
和
五
十
六
年
中
二
月
一
日

1
十

二
月
三
十
一
日
)
に
所
得
の
あ
っ
た

人。
。
営
業
や
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
営

む
人
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
き

れ
な
い
人
。

お早めに・お忘れなく

町・県民税の申告

3月15固までです

町・県民税の申告・私の赤ちゃん一一一------_.

i回::無
4i定;料
月〈資!で

よ;記盟
Ti課i見
4 ;'f明
月i台i

百:長:

町
で
は
、
あ
な
た
の
土
地
や
家
屋
な

ど
の
資
料
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
し
を
、

今
年
は
一
か
月
遅
れ
の
(
昭
和
五
十
七

年
度
は
評
価
替
え
の
た
め
)
四
月
一
日

か
ら
四
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、

役
場
税
務
課
で
無
料
で
お
見
せ
し
ま
す
。

自
分
の
土
地
や
家
屋
な
ど
、
固
定
資

産
に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
副
業
、
内
職
等
で
所
得
の
あ
っ
た
人
。

女
雑
損
、
医
療
費
な
ど
の
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
。

{
こ
の
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
}

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
。

た
だ
し
、
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
人
は
、
所
得
が
な
い
方

で
も
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
申
告
に
必
要
な
も
の
}

正
し
い
申
告
が
行
な
え
る
よ
う
、
次

の
書
類
な
ど
を
添
付
、
ま
た
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

占
同
町
・
県
民
税
の
申
告
書

女
印
鑑

大
給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
源
泉
徴
収

票
食
事
業
を
し
て
い
る
方
は
、
各
種
営
業

帳
簿
、
決
算
書
、
収
入
明
細
書

女
そ
の
他
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類

大
医
療
費
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
支
払

い
領
収
書

{
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
}

所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
を
交
付
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

長
浜
町
で
は
、
国
民
年

金
の
未
加
入
者
に
加
入
促

進
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、

わ
心
あ
た
り
の
方
は
早
く

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。国
民
年
金
は
、
二
卜
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
人
で
、

厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的

年
金
制
度
に
入
っ
て
い
な
い
方
が
、
す
べ

て
加
入
す
る
国
常
の
年
金
制
度
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
最
低
一
年
以

上
保
険
料
を
完
納
し
て
い
れ
ば
、
障
害
、

母
子
、
準
母
子
、
遺
児
な
ど
の
年
金
が

早いほどよい

国民年金の加入

開場早
いな年まけ
合 tJ'金だれ
わ、係、ば

せ詳で未早
くし子加い
だい続入ほ
さこきのど
いとを人よ
。はしはしミ
年て、わ
金三今け れが老に六す以二ま受
係三すで加ま受齢な十れ上十すけ
に fそぐす入すけ年る五ば加五しら
おっ役。は。ら金と歳、人年、れ

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
で
は
、
昭

和
五
十
七
年
度
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
働
き
な
が
ら
、
ま
た
家
事
を
つ

づ
け
な
が
ら
、
月
二
凶
程
度
日
曜
日
を

利
用
し
て
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が
得

ら
れ
ま
す
。
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま

で
の
幅
広
い
年
齢
、
職
歴
の
人
達
が
高

校
卒
業
を
目
指
し
、
ま
た
生
涯
教
育
の

一
環
と
し
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。

{
出
願
資
格
一

。
中
学
校
卒
業
程
度
の
方
。

O
高
校
中
途
退
学
の
方
。

O
学
歴
に
関
係
な
く
自
分
の
好
き
な
科

日
を
勉
強
し
て
み
た
い
方
。

{
出
願
期
間
]
二
月
二
十
日
(
土
)
か
ら

四
月
十
四
日
(
水
)
ま
で
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}
干
七
九

O

松
山

市
持
田
町
三
一
丁
目
一
一
十
二
松
山
東

高
等
学
校
通
信
制

T
E
L
O
八
九
九

|四一今一
|

1

0

一
八
七

私の菰ちゃん
⑩ 

一 一一一 一い両女とたてて予と試てはソのの貸しつ来くでういてりけ女る言気う「
こ手い残の五も感電合ぃ: Iエと山たけ願とほ未ま名だわで看女
うでま念で分らが話がて私ト、ピき産。まと未みいいし来し前けずす護の
と物どそ「もいしがあ 、は時間四割醐臨時醐臨時糊脳阿川畑吋蹴四切にたはで、 、か婦子き女
しいう丘たまれりそ出轟轟轟韓民織機織むケどし黙」さがの赤
たつなで声たしどっ 、の産麓醤醤踏襲麓欝欝欝畿畿醤齢織機縁遠滋か Lのたつのん生ごち
りか f士しがなた 44たよ日の轟轟轟翠璽翠轟轟轟轟輯轟轟轟轟轟轟轟錨つ示よ 。てーのま主や
、ん草た聞い o ヲ内ドブ 、子轟轟聾轟轟轟轟轟轟轟聾聾馨璽轟轟聾聾謹重量でりう ニ言声れ人ん

民〕日主一轟轟轟轟轟轟璽覇欝悪運轟轟轟轟轟鶴 子
白でを 0 けう万えもは人め譲襲爵聾鱗繋警鶏饗罵題襲撃Eのな ゴ 0 にまのが

2ii1ifpfF1噛欝較事懇Mit?よ日
にっか たま入い子三トリ号懇鍵盤 韓議育つで で{可「とはた
いてれつつ、 L のノ織機撞i 浮き i 審議題つまつ L、も元 Lミ:と

いまめ親女乳い女饗讃欝霧襲警襲 議麓覇子る:女れ後いで、「て介女のをら
までてとごをた初]露襲撃鰻鱒 謹襲撃還に心 j亡どまミつあ今くしこで出な
す以子い主飲のめ襲護醸議襲撃議 選襲謹襲育や気んすルしや帰るて主るしい
o _1-:育う人まはて鐙議欝謹鱒麗私一一時明輔醐曜議議醤欝欝っきでな 。クよしっとく人もでこ
にて )'rのせ:マ畿瀦鍛欝輯纏灘畿鑓鑑欝灘盤額醤糧難醤窪童書てし H月子 をにでた 、だのの悠と
JC買の場パた白マ みく ほいる f共飲むいヨ必さ子でりが
張重にパ時分に 宇都宮未来ちゃん し子くに ま j氏ま」ずいぽ遊まあ
安たにでのな い、、育せ円すと未イ人びす
ね性つなす子っ (昭和56年 8月1日生まれ) と笑誰て てに。い来イ上のま。と
ばをでっ。でた 忠、顔にた '1主人そつの事う j も
と知みた 抱実いたて素くよ竹つの流貴いのもい かりして /~í1 かぶ。つ大
忠、りて弁 い感まいて直すうのいしのあま似好で せ、て笑をらり はき
っ、、: てが j といにくに子て方育なす合かす でそ毎うみ崎を らな
て今初父 母わ。思き育とすの j に児た。うれか くの日免まごつ組 青声

パ
パ
:
宇
都
宮
辰
生
さ
ん
(
二
七
)

マ
マ
・
:
宇
都
宮
郁
子
さ
ん
(
二
四
)

(
戒
川
)



5 

@
「
グ
リ
ー
ン
カ
l
ド
」
が
必
要
な

の
は
?

利

子

/

「

一

¥

¥

ヘ

布

3

源
泉
分
離
選
択
課
税
制
度
(
利
子
や
配
が
非
課
/
叩
ハ
戸
|
[
¥
ヘ
合
同
』
与
、

当
に
つ
い
て
一
一
五
%
の
源
泉
徴
収
を
受
税
と
な
/
詞
ぺ
「
ム
沼
件

「
グ
リ
ー
ン
カ

l
ド
制
度
」
と
い
う
け
れ
ば
、
税
務
署
に
申
告
し
な
く
て
よ
る
郵
便

l
M
v
d
)
一

て

ー

の
を
ご
存
ビ
で

1
0
1
2
2
い
と
い
う
制
度
)
を
昔
、
昭
和
五
十
貯
金
や
¥
一
一
鋤
一
ア

ν沙

れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
九
年
か
ら
、
利
子
や
配
当
所
得
な
ど
を
、
マ
ル
優
、
、
叫

J
/毎
併
汚

昭
和
五
十
九
年
か
ら
、
郵
便
貯
金
や
ほ
か
の
所
得
と
総
合
し
て
課
税
す
る
こ
特
別
マ

U
t
一

/

ぐ

¥

E

少
額
預
金
の
マ
ル
優
な
ど
非
課
税
貯
蓄
と
に
伴
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ル
優
の
非
課
税
貯
蓄
を
す
る
場
合
で
す
。

を
す
る
場
合
に
は
「
グ
リ
ー
ン
カ
l
ド
L

こ
の
利
子
や
配
当
所
得
な
ど
の
総
合
実
際
に
預
け
入
れ
を
す
る
と
き
に
、

(
少
額
貯
蓄
等
利
用
者
カ

1
ド
)
を
金
課
税
を
適
正
に
行
な
う
た
め
に
、
グ
リ
カ

I
ド
を
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
出
し

融
機
関
等
の
窓
口
に
提
示
し
、
そ
の
篠

l
ン
カ

l
ド
を
使
っ
て
、
郵
便
貯
金
を
て
、
非
課
税
限
度
額
の
確
認
を
受
け
な

認
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
含
め
た
非
課
税
貯
蓄
に
つ
い
て
、
貯
蓄
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
(
非
課
税
限
度

か
ら
、
貯
蓄
を
心
掛
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
者
本
人
の
確
認
と
非
課
税
貯
蓄
限
度
額
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
百
万
円
で
す
)
0

と
も
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
適
正
な
管
理
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
@
マ
ル
優
を
利
用
し
な
い
預
貯
金
(
課

新

し

い

制

度

で

す

。

も

の

で

す

。

税

貯

蓄

)

の

場

合

は

?

「
グ
リ
ー
ン
カ

l
ド
制
度
L

は

、

利

「

グ

リ

ー

ン

カ

l
ド
制
度
」
の
あ
ら
利
子
や
株
式
の
配
当
が
、
源
泉
徴
収

子
や
配
当
所
得
な
ど
に
対
す
る
現
行
の
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
の
対
象
と
な
る
の
は
こ
れ
ま
で
ど
わ
り

同

:
:
a
v
-
-
6
:
・4
・e，t
e
-
-
e
・e・9j
e
f
e
-
-
4
2
e
4
・:4
3
@
4
1
e
4
e
1
4
1
e
4
1
e
a
v
i
e
a
e
t
e
a
v
e
-
4
1
e
4
1
・Ap
e
-
6
・14
P

一
ど
こ
の
家
庭
に
も
、
い
く
つ
か
の
こ
れ
ら
は
子
ど
も
の
日
や
子
に
触
れ
そ
の
人
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
か
ら
、
一

一
常
備
薬
ゃ
、
時
に
は
医
師
に
処
方
さ
な
い
所
ヘ
、
湿
気
や
日
光
、
高
温
を
避
年
齢
や
体
重
の
異
な
る
人
が
飲
む
こ
一

一
れ
た
飲
み
残
し
の
薬
が
あ
る
と
思
い
け
て
保
管
し
ま
す
。
そ
し
て
容
器
が
な
と
は
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
一

…
ま
す
が
、
今
月
は
薬
の
使
用
上
の
注
く
な
っ
た
り
、
古
く
な
っ
た
薬
は
思
い
ま
た
、
薬
を
併
用
す
る
と
思
わ
ぬ
一

一

意

を

挙

げ

て

み

ま

し

ょ

う

。

き

っ

て

捨

て

ま

し

ょ

う

。

副

作

用

が

出

た

り

し

ま

す

か

ら

、

医

一

'
ま
ず
、
薬
は
必
要
な
時
に
医
師
に
そ
の
上
で
、
使
用
時
に
は
必
ず
説
明
師
の
了
解
を
得
ず
に
併
用
す
る
こ
と
一

一

処

方

し

て

も

ら

う

か

、

薬

局

な

り

薬

文

を

読

み

、

使

用

方

法

、

使

用

量

、

使

は

や

め

ま

し

ょ

う

。

一

唖

屈

に

行

っ

て

子

に

入

れ

る

の

が

そ

れ

か

ら

服

用

時

間

で

、

一

一

原

則

で

す

。

薬

の

併

用

は

医

師

と

相

談

し

て

す

が

、

「

食

前

し

と

書

か

れ

た

札

一

.

、

す

ぐ

間

に

あ

う

救

、

も

の

は

胃

の

中

に

食

物

が

府

曲

一

急

用

の

薬

は

、

家

族

構

成

や

生

薬

の

使

用

上

の

注

意

は

い

っ

て

い

な

い

時

の

こ

官

…

一

活

環

境

に

合

わ

せ

て

そ

ろ

え

て

お

き

と

で

、

食

事

の

一

時

間

1
三
十
分
い
い
吟

…

ま

し

ょ

う

。

そ

の

種

類

は

、

消

化

剤

、

前

、

「

食

後

」

は

胃

の

中

に

食

物

が

刊

一

…

胃

腸

薬

、

解

熱

鎮

は

い

っ

て

い

る

時

の

こ

と

で

、

食

灯

一

一

痛

剤

、

風

邪

薬

、

後

三

十

分

以

内

、

「

食

間

」

は

食

叫

一

一

殺

菌

消

毒

剤

、

軟

事

と

食

事

の

聞

の

こ

と

で

、

朝

食

川

一

診

汗

剤

、

湿

布

剤

、

と

昼

食

の

問

、

昼

食

と

夕

食

の

関

ι
一

一

紳

創

汗

類

等

が

便

な

ど

食

後

二

時

間

位

の

時

と

い

与

一

一

利

で

す

。

う

意

味

で

す

。

(

保

健

婦

二

宮

)

へ

…

i
t
-
-
9
t
i
L
 

、
ク
リ
ー
ン
カ
I
ド
制
度

ヘルスアイ・グリーンカード制度霊彊盈密密題雇翠函函冨語E

用
上
の
注
意
、
取
扱
い
上
の
注
意
、
保

管
上
の
注
意
、
使
用
期
限
の
あ
る
も
の

は
そ
の
期
限
、
そ
の
他
の
必
要
事
項
を

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
時
々
、
医
師

か
ら
処
方
さ
れ
た
薬
を
、
症
状
の
似
た

他
の
人
に
譲
る
と
い
っ
た
話
を
聞
き
ま

す
が
、
こ
れ
は
大
変
な
間
違
い
で
す
。

医
師
の
薬
は
種
類
の
み
で
な
く
、
量
も

で
す
が
、
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
資

料
と
し
て
、
住
民
票
の
写
し
ゃ
運
転
免

許
証
の
写
し
な
ど
を
金
融
機
関
等
の
窓

口
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ヵ
1

ド
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
は
、
カ
ー
ド
を
提
出
す
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

@
「
グ
リ
ー
ン
カ

I
ド
L

の
交
付
を

受
け
る
に
は
?

昭
和
五
十
八
年
一
月
か
ら
、
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
の
窓
口
、
税

務
署
で
も
交
付
を
受
け
る
た
め
の
申
請

が
で
き
ま
す
。
申
請
に
は
印
鑑
と
住
民

票
の
写
し
が
必
要
で
す
。

な
お
、
ヵ
l
ド
は
郵
便
貯
金
や
、
マ

ル
優
、
特
別
マ
ル
優
を
通
じ
て
一
人
一

枚
し
か
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
カ
ー
ド
の

交
付
申
請
も
一
度
し
か
で
き
ま
せ
ん
か

ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

e
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
制
度
」
が
実

施
さ
れ
る
の
は
?

昭
和
瓦
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
全
面

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
カ
ー

ド
の
交
付
が
昭
和
五
十
八
年
一
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
の
で
、
昭
和
五
十
八
年
中

に
カ
l
ド
の
交
付
を
受
け
た
方
は
、
す

ぐ
カ

l
ド
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

ト
フ
。@

現
行
の
非
課
税
貯
蓄
と
「
グ
リ
!

ン
カ

I
ド
」
と
の
関
係
は
?

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
一
二
十
一
日
ま

で
は
、
現
行
ど
お
り
非
課
税
貯
蓄
申
告

書
を
提
出
し
て
、
非
課
税
貯
蓄
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
現
行
の
制
度
に
よ
る
非
課
税

貯
蓄
は
、
昭
和
五
卜
九
年
卜
二
月
三
十

一
日
ま
で
は
、
非
課
税
の
取
扱
い
が
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

き
ま
す
と
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
か

ら
は
課
税
扱
い
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

継
続
し
て
非
課
税
貯
蓄
と
す
る
た
め

に
は
、
カ
ー
ド
に
よ
る
非
課
税
貯
蓄
に

移
し
替
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

N
H
K
学
園
の
通
信
教
育
で

あ
な
た
も
学
習
を

N
H
K
学
園
で
は
、
通
信
教
育
の
生

徒
・
交
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
c

⑨
高
等
学
校
普
通
科
コ
l
ス

N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働
き

な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
と
り
た
い

方
に
。
{
入
学
資
格
}
中
学
校
卒
業
、
卒
業
見

込
み
、
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
の
あ

る
方
。
{
受
付
期
間
一

3
月
1
日
1
4
月
日
日

⑨
高
等
学
校
教
養
コ

I
ス

高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
知
識
と
教
養
を

身
に
つ
け
た
い
方
に
。

{
受
講
資
格
}
日
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
。

{
受
付
期
間
}

3
月
1
日
1
4
月
初
日

⑧
社
会
通
信
講
座
(
書
道
・
簿
記
な
ど

日
講
座
お
コ
i
ス
)

余
暇
を
利
用
し
て
、
趣
味
と
教
養
を

身
に
つ
け
た
い
方
に
。

{
受
講
資
格
]
ど
な
た
で
も
。

{
受
付
期
間
}

2
月
1
日
1
5
月
却
日

⑨
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
近
く
の

N
H
K
、
ま
た
は
左
記
ま
で
、

ハ
ガ
キ
に
高
等
学
校
(
普
通
科
コ
l
ス
)
、

高
等
学
校
(
教
養
コ

l
ス
)
、
社
会
通
信

講
座
別
を
記
入
の
う
え
、
ご
請
求
く
だ

さ
い
。〒
一
八
六
東
京
都
国
立
市
富
士
見

台
二
|
三
L

ハ

N
H
K
学
閑
案
内
係

電
話

(
O四
二
丘

l
七
二
一
二
一
五
一
)
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長手

Zス
1会

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

自

覚

の

決

意

を

1
少

年

式

1

-
一
円
三
百
、
白
滝
保

育
所
で
チ
ピ

y
f
た
ち

に
よ
る
節
分
の
旦
ま
き

大
会
が
行
な
わ
れ

た
。
白
滝
の
王
井

義
幸
さ
ん
が
鬼
に

ふ
ん
装
し
て
、
子

供
た
ち
の
前
に
現

わ
れ
る
と
、
泣
き

だ
す
子
も
お
れ
ば
、

豆
を
ぶ
つ
け
な
が

ら
逃
げ
ま
わ
る
子

も
い
た
。
今
年
も

い
い
年
で
あ
る
よ

う
に
福
を
内
に
呼

び
込
ん
で
い
た
。

ルポ@町の歴史

月
四
日
午
前
九
時
か
ち

長
t兵
中

明健「回表述を一百六ーでた年で長
を康白ーしべ迎人六人人は。式、、
し」覚美てたえー十、、、長がそ W，
たの、さ沖あた人七あ女男浜行れ海
。決立ん浦と決少人わ子子中なぞ中
意志がの、意年がせ七九学われ学
表、、徳代を式、て卜卜校れ少校

ぎ人な寄っ
わのどりめ
つ見、やか
た物お家け
。客よ族た
でそ連わら広繰と 1 シ歌のれけ
に千れ年れ(十、りがなヨ謡卜たでー

立青t 田丁月
人~連二L
会員合十
カf の貴司 ， 

参親人目
bQ i主会、
L く ヰ二{本
てを j雇育
は:び)i'% 
口か;寅で、
舞る芸昼
、た大ィ主

剥め会:
日にが回
す町開に
、内かわ

]口口口口口口口口口口口口口口口

歌や踊りで演芸大会
~町連合婦人会~

!) 

d勾k:~フ

口口口口口口口口口口口口口口口〔

み
ん
な
で
青
春
お
う
歌

ー
連
合
青
年
団
1

にそ地表り海春でをてりした表催
選れ英で音のへはあ見なた。会に
ばぞ夫は塑「舞豊び物ど演日がよ月
れれさ豊、広踊茂た客を劇ご行る七
た第ん戊意島での。の熱ぜろな演日
。ーがの見木は「演拍演、練わ劇午
位、菊発遣出立劇子し踊習れ発後

時
ァシ
勺

田J
体
育
館
で、

j車
工入
w 
三主
Fヨ

年
団
_E 

豊
臣
秀
吉
の
天
ド
統
一
で
平
和
が

…
よ
み
が
え
り
、
喜
多
郡
は
小
早
川
隆

一
景
、
戸
田
勝
隆
、
池
田
高
祐
が
つ
づ

い
て
領
し
、
藤
堂
高
虎
に
至
る
の
で

一必の
λω

。
こ
の
時
に
秀
吉
の
朝
鮮
出
征
が
あ

一
っ
た
。
高
虎
は
出
征
す
る
に
あ
た
り
、

H
頃
観
音
様
を
信
仰
し
て
い
た
の
で
、

一
親
し
く
金
山
出
石
寺
に
参
詣
し
、
武

一
定
長
久
を
祈
っ
た
。

慶
長
一
J

年
二
五
九
七
)
一
-
一
八
五
一

一
年
前
の
六
月
、
大
津
を
出
発
し
た
高

一
虎
は
、
六
月
卜
九
日
に
長
浜
を
船
出

し
て
、
七
月
八
日
祭
山
に
上
陸
し
で

一
殊
功
を
樹
で
た
。
こ
の
年
、
高
虎
は

一
朝
鮮
の
捕
虜
千
余
人
を
大
津
に
留
置

一
し
た
。
そ
の
中
に
碩
学
の
人
美
抗
と

一
そ
の
一
族
が
あ
っ
た
。

慶
長
三
年
二
五
九

一
八
)
夏
一
安
涜
は
出
石

…
寺
の
僧
快
慶
(
五
世
)

に
会
っ
て
礼
を
加
え
、

日
沈
は
僧
の
求
め
に
応
じ

て
詩
を
書
い
て
与
え
た

一
と
い
う
。
快
慶
法
印
は

肥
前
に
生
ま
れ
、
朝
鮮

一
の
京
城
に
遊
ん
だ
こ
と

一
が
あ
る
の
で
萎
流
に
同

情
し
、
詩
文
の
や
り
と

り
を
し
て
慰
め
た
の
で

あ
る
。美
涜
一
家
が
捕
虜
と

一
し
で
送
ら
れ
て
長
浜
に

一
着
い
た
時
の
こ
と
を
、
か
人
ょ
う

や
長
沈
は
そ
の
著
「
看
羊

一
録
」
の
「
渉
乱
事
法
」

…
の
項
で
次
の
よ
う
に
し

る
す
。「
伊
予
川
の
長
浜
に
治
る
。
船
よ
り

陸
に
上
が
る
。
飢
困
は
な
は
だ
し
く
十

て

人

あ

た

歩
九
顛
、
六
歳
の
少
次
は
自
ら
歩
く
能

わ
ず
、
妻
と
妻
の
母
が
負
い
て
川
を
渡

る
。
水
中
に
頓
臥
し
起
つ
能
わ
ず
。
岸

に
一
倭
人
あ
り
、
涙
を
流
し
で
助
け
出

し
、
急
ゲ
ペ
」
其
家
に
主
り
、
キ
ピ
の
茶
飯

を
取
り
五
口
一
家
に
お
く
る
:
:
:
」
と
、

長
浜
人
の
優
し
さ
を
の
べ
て
い
る
。

妥
沈
は
慶
長
五
年
二
六

O
O
)
ゆ
る

さ
れ
て
朝
鮮
に
帰
り
、
円
本
滞
在
中
に

草
し
た
の
が
「
看
羊
録
」
五
篇
で
あ
る
。

今
出
石
寺
議
摩
堂
に
か
か
る
銅
鐸
は
、

高
虎
が
朝
鮮
よ
り
持
ち
帰
り
奉
納
し
た

も
の
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
高
虎
夫

人
長
氏
が
山
山
石
寺
参
詣
の
途
中
、
観
音

に
構
う
と
夢
見
て
妊
娠
し
、
し
口
同
次
を
生

ん
だ
と
い
う
伝
説
も
の
こ
っ
て
い
る
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

.
久
保
七
郎
)

護摩堂がある金山出石寺
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日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
。
途
中
加
入
し
た
人
は
、
掛
金
を

納
入
し
た
翌
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
。

{
災
害
見
舞
金
}
昭
和
五
十
七
年
四
月

一
日
以
後
の
事
故
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

災
害
見
舞
金
は
次
の
通
り
で
す
。

愛
媛
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
条

例
が
一
部
改
正
さ
れ
て
、
昭
和
五
十
七

年
四
月
一
臼
か
ら
災
害
見
舞
金
の
等
級

が
細
分
化
さ
れ
、
死
亡
見
舞
金
が
百
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

加
入
者
で
あ
れ
ば
、
日
本
国
内
ど
こ

で
お
き
た
交
通
事
故
に
も
適
用
さ
れ
ま

す。{
加
入
者
資
格
}
県
内
町
村
お
よ
び
東

予
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
ま
た
は
外
国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
人
、

並
び
に
共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
で
組

合
市
町
村
外
に
居
住
す
る
人
。

{
共
済
掛
金
}
一
人
年
額
一
般
六
百

円
、
中
学
生
以
下
二
百
五
十
円
。

一
共
済
期
間
]
昭
和
五
十
七
年
四
月
一

は

し

た

く

な

い

も

の

。

機

会

あ

る

ご

と

に

関

係

機

関

と

協

力

し

ま
た
、
テ
レ
ビ
を
時
計
が
わ
り
に
使
て
内
職
希
望
者
に
対
し
て
注
意
を
う
な

う
の
は
、
電
気
の
大
き
な
無
駄
使
い
で
が
し
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
被

す
。
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
中
座
し
た
り
、
害
、
が
跡
を
た
た
ず
、
社
会
的
に
問
題
と

用
事
で
し
ば
ら
く
見
な
い
と
き
は
、
面
な
っ
て
い
ま
す
。

倒
で
も
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
習
内
職
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
「
イ

慣
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
ン
チ
キ
内
職
し
に
十
分
注
意
し
て
下
さ

こ
の
よ
う
な
H

ム
ダ
な
放
映
時
間
H

ぃ

。

(

愛

媛

労

働

基

準

局

)

を
一
日
三
十
分
短
縮
す
る
と
、
加
型
の

テ
レ
ビ
で
一
か
月
に
約
二
キ
ロ
ワ
の
節

約
に
な
り
ま
す
。

死
亡
見
舞
金
が
百
万
円
に

お知らせ・表彰

睦盟盟組匝国

ス
イ
ッ
チ
は

こ
ま
め
に

テ
レ
ビ
と
電
力

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
す
ぐ
画

像
の
で
る
瞬
間
受
像
式
の
テ
レ
ビ
は
、

見
な
い
と
き
、
つ
ま
り
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ

て
い
る
と
き
で
も
、
常
に
電
気
が
流
れ

て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
映
像
が
出
せ
る

よ
う
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
暖
め
て
お
く

必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。
消
費
電
力
は

約
八
円
ノ
と
わ
ず
か
で
す
が
、
一
日
の
就

寝
時
間
を
八
時
間
と
す
る
と
、
一
か
月

で
約
二
キ
ロ
円
ノ
/
時
の
節
約
に
な
り
ま

す
。
こ
の
二
キ
ロ
匂
で
、
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
ー
テ
レ
ビ
を
二
十
時
間
続
け
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
ム
ダ
に

o同月 1日以後)
の事故から適用

等級 災 重口宝 の 程 度 金額

1 死 亡 100万円

2 医師の治療実日数360日以上の傷害 20万円

3 医師の治療実日数180日以上の傷害 17万5千円
360日未満

4 医 96日以上 15万円師の治療実日数180日未満の傷害

5 医師の治療実日数 80日以上の傷害 12万5千円
96日未満

6 医師の治療実日数 64日以上の傷害 10万円
80日未満

7 医師の治療実日数 48日以上の傷害 7万5千円
64日未満

8 医師の治療実日数 32日以上の傷害 5万円
48日未満

9 医師の治療実日数 16日以上の傷害 3万円
32日未満

10 医師の治療実日数 167日日未以満上の傷害 1万円

表
彰
本
卒
業

う
ま
す
ぎ
る
話
に
ご
用
心

果
実
品
評
会

加
納
さ
ん
ら
入
賞

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
い
わ
ゆ
る

「
イ
ン
チ
キ
内
戦
」
の
問
題
に
つ
い
て

第
二
団
長
浜
町
果
実
品
評
会
が
一
月

二
十
一
日
、
町
体
育
館
で
閥
か
れ
ま
し
た
。

町
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
晩
カ
ン
類

や
温
州
み
か
ん
の
品
質
の
向
上
と
、
栽

猪
技
術
を
競
っ
て
生
産
意
欲
を
高
め
よ

う
と
、
果
樹
研
究
同
志
会
と
婦
人
園
芸

同
士
山
会
が
共
同
で
開
い
た
も
の
で
、
ネ

ー
ブ
ル
、
ハ
ッ
サ
ク
、
伊
予
カ
ン
な
ど

の
晩
カ
ン
類
や
外
国
品
種
の
セ
ミ
ノ

l

ル
な
ど
お
よ
そ
二
百
五
十
点
が
出
品
さ

れ
、
糖
度
、
色
、
玉
ぞ
ろ
い
に
よ
っ
で

等
級
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
。

温
州
み
か
ん
の
部
{
一
等
賞
}
加
納

芳
彦
(
須
沢
)
{
二
等
賞
}
加
納
勝
利

(
須
沢
)
石
山
悦
弘
(
出
海
)
{
三
等

賞
]
松
本
ヤ
ス
子
(
櫛
生
)
山
田
幸
太

郎
(
出
海
)
西
村
英
子
(
出
海
)
{
甘

い
で
賞
}
水
沼
惟
孝
(
出
海
)

ネ
l
uフ
ル
の
部
{
一
等
賞
}
井
上
清

(
櫛
生
)
{
二
等
賞
}
松
岡
寛
一
(
櫛

生
)
{
=
一
等
賞
}
丸
井
恒
男
(
今
坊
)

二
宮
裕
(
穂
積
)

伊
予
か
ん
の
部
{
一
等
賞
]
兵
藤
都

(
出
海
)
{
ニ
等
賞
}
松
岡
寛
一
(
櫛

生
)
大
谷
シ
ゲ
子
(
長
浜
)
{
三
等
賞
一

井
上
清
(
櫛
生
)

八
朔
の
部
{
一
等
賞
]
丸
田
敬
助
(
上

老
松
)
{
二
等
賞
]
加
納
勝
利
(
須
沢
)

田
中
利
徳
(
櫛
生
)
{
三
等
賞
]
岡
田

龍
衛
(
黒
田
)
{
奨
励
賞
]
丸
井
恒
男

(
A
7
坊
)
山
脇
益
雄
(
櫛
生
)
田
中
利

徳
(
櫛
生
)
神
門
公
明
(
出
海
)

ネーフルなどが展示され

た品評会

本
紙
が
「
佳
作
」
に

同
年
度
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

県
広
報
協
会
主
催
の
昭
和
五
十
六
年

度
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
広
報

な
が
は
ま
L

が
佳
作
に
選
ば
れ
、
二
月

十
二
日
、
松
山
市
で
開
か
れ
た
県
広
報

研
究
大
会
の
席
上
、
白
石
春
樹
愛
媛
県

知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
市
町
村
あ
わ
せ
て
二
十
九
点

が
参
加
。
選
ば
れ
た
の
は
昨
年
の
九
月

口可。
町
と
あ
な
た
が
、
と
も
に
住
み
よ
い

町
、
住
み
よ
い
生
活
を
願
っ
て
、
互
い

に
意
見
を
交
わ
す
場
で
あ
る
本
紙
の
編

集
に
、
よ
り
一
層
努
力
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
積
極
的
な
参

加
を
わ
願
い
し
ま
す
。

次?司A品品
凶品iJ-E@ ~ てJ' :J.-ナ:... 3月から 7局(豊茂)にミプ yシ

墨田島 ュホンミサービスが開始されます。

これで長浜町全地域プッシュホンが可能になります。

ボ、タン 3つでつながる、早くてf更利なプッシュホンはい

かがですか。

詳しくは電報電話局へお問い合わせください。

伊予長浜電報電話局電話 2-0000番

3月から豊茂にプッシュホン
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川大ド櫛
内須
同J越戒生

'ι奥山桑
岡野木野
ひ
と勝京
み也子H月

(三
O
)

(

A

一
四
)

(
一
一
四
)

(
二
四
)

~]須f1ip {'ド沖櫛 沖長
柴

;竜 i尺'1:i甫 i甫生 j甫 j兵

設
場
窓
口
へ
の
層
付

伊

達

正

利

神

田

増

市

中

嶋

政

春

玉
井
由
広

世
ノ
L
L

寛

中
川
健
太
郎

桑

肝

公

志

松

岡

孝

幸

恩

地

徳

明

二
女
二
次
長
男
長
女
ふ
一
女
長
次
長
男
一-女
二
男

正径裕 大未明
裕子桁子持恵介来美

領〉lii

編

集

後

三己

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
進
学
、

就
職
、
転
勤
、
さ
て
は
結
婚
の
シ
ー
ズ

ン
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
手
続
き
で
に
ぎ

わ
う
の
が
役
場
窓
口
で
す
。
「
忘
れ
た
L

と

V
7こ
と
の
な
い
よ
う
、
届
け
出
を
行

な
う
場
合
は
、
左
表
の
通
り

必
要
な
も
の
を
持
参
し
、
ス

ム
ー
ズ
に
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

(有7岸本印刷

今
年
も
桃
の
節
句
を
迎
え
ま
し
た
。

桜
の
つ
ぼ
み
も
冬
の
，
取
し
い
束
、
さ
に
耐

え
で
ふ
く
ら
み
つ
つ
、
暖
か
い
春
が
く

る
の
を
待
っ
て
い
る
よ
う
む
す
。
私
達

も
こ
の
，
肝
恥
し
い
時
期
を
耐
え
必
ん
で
、

明
る
い
、
活
気
に
満
ち
た
町
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

一
一
一
月
か
ら
問
け
に
か
け
て
は
、
人
困
、

入
学
、
異
動
、
引
っ
泣
し
な
ど
で
気
ぜ

わ
し
い
五
pr
節
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
油
断
が
大
き
な
事
故
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
気
を
引
き
締
め
で
生
活
し
た

い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
K
戸
げ
し
た
「
わ
た

し
の
町
の
ハ
ン
ト
ブ
ソ
ケ
」
は
利
附
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
で
し
k

う
か
。
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
知
り
た
い
な
と
思

っ
た
ら
ベ
ジ
を
め
く
っ
て
い
た
だ
い

て
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

目

貯

清

市

二

男

政

也

亀

井

実

長

女

き

っ

き

印刷

住

所

下
須
戒

A
7

坊

j甫土方戸斤

~、、、

t中今イ主

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

藤

淵

武

志

言

二

)

後
藤
佐
知
子
(
(
工
ハ
)

印鑑、保険証3お忘れなく

お
く
や
み

1
月
届
出
分
へ
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

浦

二

宮

貞

雄

(

二

)

海

吉

川

サ

キ

(

七

五

)

生

大

一

冗

サ

、

(

八

二

)

浜

氏

竺

武

雄

(

七

二

)

生

竹

内

藤

吉

(

九

二

)

沢

桝

同

ミ

チ

ヱ

(

七

六

)

浜

損

尼

キ

ク

ヱ

(

八

ヒ

)

滝

中

村

銀

次

郎

(

九

O
)

浜
頼
、
水
力
ン
ヱ
(
七
七
)

越

久

井

ミ

サ

ヲ

(

七

九

)

坊
山
根
孫
太
郎
(
七
五
)

滝

泉

キ

ワ

(

九

O
)

浜
永
井
敬
之
介
(
同
一
一
)

昭和57年3月1日発行(毎月 1日発行)

要

ゆ
寸
F

届
出
の

扇
限

転

出

届

一

な

し

転
居
届
↑
十
四
日
以
内
一

転
入
届
一
十
四
日
以
内
一

婚

銅

届

一

な

し

転

籍

届

一

な

し

離

婚

届

一

な

し

出
生
届
一
十
四
日
以
内

死
亡
周
一
七
日
以
内

印

鑑

届

一

な

し

長白今大長白長須楠長櫛出 j中住

。。。。

届け出期限と持参品

。

2月 1fl現在 前月との上ヒ事支

]2.828人 22人減
人 [J (珂 6.106人) ( 品交霊)女 6.722人

世帯数 3.882世帯 9 Ul:.ii}in技

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがし、のある田J

美しい人情と文化の田Jをつくり、人rJをふやしましょう

昭和57年3月号

。。。

; 
; 

i 
j 

き
を

3 

広報ながはま

梅は咲いたか、桜はまだかい

な。こんな季節になったのだが、

この頃の世相はとてもこのよう

に長閑(のどか)なものではない

らししh 誰も彼も遭えばきまっ

て厳しい厳しいと つ覚えのよ

うに怠痴っているのカメラ、カ

一、カラ←テレピ、すべご揃っ

ている癖に何をせ、い沢なたわ言

をいっているのだ、とチョンマ

ゲ時代のマ毎は咲いたかとの作

者の茎はせせら笑っといるだろ

うA厳しいということは悪いこ

とではな Po厳粛、厳裕、厳1牛J
なことは人生にとって最も必要

なことである。だが、現今のは

やり言葉の厳しいとはそのよう

なことはないらしt，，)f)不足おイミ

ィ持、不機嫌の代名詞のようにき

こえる。そしてそれは向分のど3

放ではなく、他人の為故のよう

に響いてくるA厳しさとは:TJご

そかともしげ。それは白分に対

してのみ真価を発揮できること

であって、他人に対して厳しく、

自分に対してゆるやかなことに

なっては世の中は地獄と化9'る

こと必定。白ら厳しく律するこ

とのない者が、いくら他を厳し

く責めても何の説得力も効果も

なし川工かりか、反感とt底抗が渦

巻いて闘争の住を玄き起こすが

落ちA 梅も縦もただ黙々と厳寒

のきびしさにI甚えで胤漫の開花

を具月しているのだ。今こそ十毎や

桜に学んでみどはどうか。

幡?


